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項 目 要   約 

１．研究の概要 

 

低線量放射線の発がんリスクは、疫学研究の不確実性が大きいため、

高線量の疫学的知見を元に外挿によってリスクを評価し、規制が行わ

れている。国際放射線防護委員会は、Publication 131『放射線防護の

発がん諸側面との関連における幹細胞生物学』（2015年）において、

幹細胞生物学の研究推進によって低線量放射線がんリスクの外挿に有

用な知見が得られる可能性について言及している。本研究では、放射

線発がんの起源細胞と言われる幹細胞について、幹細胞とその子孫細

胞を永続的にラベルできる細胞系譜追跡技術を用い、高線量～低線量

放射線被ばく後の乳腺組織において、細胞の長期にわたるクローン性

増殖を捉え、それを数理モデル解析することにより、被ばくした幹細

胞の動態で放射線誘発乳がんを特徴付けることを目的として、以下の

項目を行う。 

１）細胞系譜追跡技術を用いた低線量被ばく後の幹細胞動態解析 

２）数理モデルによる幹細胞の動態解析 

 

２．総合評価 Ａ 
・原子力分野に生物影響の研究者が関与することは重要であり、発が

んを新たな評価系で特徴付けようとする取り組みは評価できる。今

後の発展に期待をしたい。 

・低線量域の評価は非常に難しいため、この新たな評価系をどう確立

させるか、様々な検討が必要である。 

  

Ｓ）特筆すべき優れた成果があげられている 

Ａ）優れた成果があげられている 

Ｂ）相応の成果があげられている 

Ｃ）部分的な成果に留まっている 

Ｄ）成果がほとんどあげられていない 

 


